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横浜事業所の建設に関す るお知 らせ

当社では、平成 15年 3月 28日 に公表いたしました 「事業所移転に関する

お知らせ」のとおり、包装部門の長期的な拡大、競争力の強化をはかるため、

横浜市に新たな生産事業所を建設し、現在の主力生産拠点である川崎事業所を

移転する計画を検討してまいりましたが、平成 15年 6月 19日 開催の取締役

会において、建設計画の概要を決議いたしましたので、お知らせいたします。

語巳

1.移 転の理由

現在の包装部門の主力工場である川崎事業所は増設
・拡大の余地が乏 しいこ

とから、長期的な事業構想を踏まえて、新たな事業所の建設に踏み切つたもの

です。

2.建 設計画の概要

新たに建設する工場は敷地面積約 2.88万 平方米のうち、約 1万 平方米を建

築面積 として使用する予定で、3階 建ての工場と4階 建ての研究棟をあわせ延

べ約 3万 平方米を建設 し、主要設備は川崎事業所より順次移転いたします。

土地取得、建設、移転にかかわる投資額は約 80億 円を計画 してお り、資金

は自己資金、川崎事業所跡地の売却代金及び借入金により充当する予定であり

ます。

建設は平成 15年 10月 に工事を着工し、完成は平成 16年 6月 の予定で最

新鋭 自動化設備により大幅な省力化と効率化をはかるとともに、生産工場を高

層化 し、立体倉庫を併設することでスペ
ースの有効利用と構内物流の合理化を

実現いたします。

また、当事業所には試作工房 (仮称)を 設け、顧客の要求を瞬時に具現化 し、

生産に移行できる体制を整えます。

当社では環境負荷の少ない包装材料の開発
・生産をおこなうとともに、操業

にともなう地域の環境保全についても、万金を期 してまいります。



①名 称 :藤 森工業株式会社横浜事業所

② 住 所 :横 浜市金沢区幸浦
一丁目10番地

③ 着工予定 :2003年 10月

④ 竣工予定 :2004年 6月

⑤ 生産品目:軟包装材料

⑥ 敷地面積 :28,869ぱ

⑦ 工場棟概要予定 :構 造鉄骨造

階数  地 上4階 (工場 3階、研究棟4階 )

建築面積 約 10, 000ぱ

延床面積 約 30, 000ぱ

③ 従業員数 :約 200人

③ 投資額 :約 80億 円

以上


